
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・すべての人の尊厳と平等を尊重します 

性別、年齢、国籍、障がい、体型、外見、価値観、立場の違いによる差別や排除を認めません。 

・身体や心に関わるテーマを慎重に扱います 

ピラティスという身体に関わる情報を発信する立場として、容姿や体型に対する不安や自己否定を助長しないよう、 

表現や伝え方に配慮します。 

・当事者の意思と自己決定を尊重します 

取材・掲載・情報提供において、本人（スタジオ）の意思に反する扱いや強制的な関与は行いません。 

・外部パートナー（発注先）を対等な協力者として扱います 

立場の優劣を利用した不当な要求や、尊厳を損なう対応は行いません。 

・社会の変化とともに人権への配慮を更新します 

固定的な価値観にとらわれず、人権への配慮を継続的に見直し、より良い在り方を模索し続けます。 

ピラティス・スタジオブック 


